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はなわ
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議長

割
わりがい

貝 寿
としかず

一

議席番号 ３

鈴
すずき

木 元
もとひさ

久 議員

議席番号 ２

菊
きくち

地 哲
て つ や

也 議員

議席番号 １

金
かなざわ

澤 太
たろう

郎 議員

議席番号 ９

吉
よしだ

田 克
かつのり

則 議員

議席番号 ８

青
あおと

砥 與
ようぞう

藏 議員

議席番号 ７

吉
よしだ

田 広
ひろあき

明 議員

議席番号 ６

下
しもじゅう

重 義
よしと

人 議員

　

議
会
運
営
委
員
会
お
よ
び
常
任
委
員
会
の

所
属
替
え
を
行
い
、
後
期
２
年
の
議
会
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

※
委
員
会
の
任
期
は
２
年
と
定
め
ら
れ
て
お

　

り
、
任
期
は
令
和
６
年
３
月
30
日
ま
で
で

　

す
。

副議長

鈴
すずき

木 孝
たかのり

則

議席番号 ４

吉
よしむら

村 守
もりひろ

広 議員

議席番号 ５

七
ななみや

宮 広
ひろき

樹 議員

議席番号 １０

鈴
すずき

木 茂
しげる

 議員

議席番号 １１

藤
ふじた

田 一
かずお

男 議員

総務常任委員会

経済常任委員会

広報常任委員会

委
員
会
の
所
属
替
え

　

後
期
の
議
会
体
制
が
決
定

— 任期の折り返し地点 後期２年の抱負 —
委 員 長　　下重　義人

副委員長　　吉村　守広

委　　員　　藤田　一男

委　　員　　吉田　克則

委　　員　　青砥　與藏

委　　員　　菊地　哲也

委　　員　　鈴木　孝則

委 員 長　　七宮　広樹

副委員長　　鈴木　元久

委　　員　　鈴木　茂

委　　員　　吉田　広明

委　　員　　金澤　太郎

委　　員　　割貝　寿一

委 員 長　　青砥　與藏

副委員長　　菊地　哲也

委　　員　　吉田　広明

委　　員　　吉村　守広

委　　員　　鈴木　元久

委　　員　　金澤　太郎

総務課、町民課、健康福祉課、会計室、教育
委員会、選挙管理委員会、監査委員および他
の委員会に属さない事項の調査・審査。

農林推進課、まち振興課、まち整備課、生活
環境課、農業委員会の調査・審査。

議会だよりの発行、広報広聴に関する事項。

予算決算常任委員会

議会運営委員会

委 員 長　　吉田　克則

副委員長　　鈴木　茂

委　　員　　議長を除く全議員

委 員 長　　鈴木　茂

副委員長　　吉田　克則

委　　員　　青砥　與藏

委　　員　　下重　義人

委　　員　　七宮　広樹

予算・決算に関する事項。

議会の運営、議長の諮問等に関する事項。

議員活動の向上と町⺠
への説明責任

苦労の先こそ輝く未
来が待っている

執⾏機関へのチェッ
ク機能を果たしてい
きます

在る物を最⼤限活か
す道を⾒出します

町会計予算と執⾏監
視機能の審議を進め
ます

⾏政の透明性・効率
化を⽬指す

より良い⼦育て環境
で町の未来をつくり
たい

夢を叶えられるよう
な町づくりを

何をすべきか⾃分に何がで
きるかを考え⾏動したい

議員の職責を全うす
るために努⼒します

町⺠に寄り添った議
員であり続ける

初⼼貫徹初⼼忘るべからず
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未来へつなぐ まちづくり予算を可決

一般会計おもな使いみち

地上デジタル再送信システム
機器更新業務委託料

⼦宮頸がん予防接種委託料

北野松岡線改良⼯事・
⽤地取得代⾦など  

庁舎敷地購⼊

ふくしま森林再⽣事業

第2分団第 2班消防屯所
新築⼯事       

防災倉庫設置⼯事

町⺠宿泊助成事業宿泊割引
交付⾦         

⼦ども第三の居場所施設
新築⼯事       

令和４年度 ⼀般会計予算総額６3億8189万円

歳入合計
63億8,189万円

諸収入
1億7960万円（2.81％） 

使用料・手数料　6234万円（0.99％）
財産収入　2478万円（0.39％）
分担金・負担金　2945万円（0.46％）
寄附金　740万円（0.12％）

歳出合計
6３億８１8９万円

＜特別会計＞ 予算額 前年度比 ＜特別会計＞ 予算額 前年度比

国 民 健 康 保 険 9億5201万円 ▲853万円 公 共 下 水 道 事 業 2億6075万円 2545万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億1956万円 875万円 上水道事業（収益的支出） 2億4336万円 ▲1606万円

介 護 保 険 11億9892万円 1億5303万円 上水道事業（資本的支出） 2億1626万円 1億1891万円

農業集落排水処理事業 2億3704万円 1億2054万円

源源

財財

存存依依

68.65％68.65％68.65％

源 財
主 自

31.35
　　％

繰越金　
2500万円（0.39％） 

地方交付税地方交付税
　25億3589万円　25億3589万円
　（39.74％） 　（39.74％） 

地方交付税
　25億3589万円
　（39.74％） 

町債　
6億1710万円（9.67％） 

町税
8億5581万円（13.41％）

地方消費税交付金
　1億7698万円（2.77％）地方譲与税

　8552万円（1.34％） 

株式等譲渡所得割交付金
　272万円（0.04％） 
地方特例交付金
　525万円（0.08％） 
利子割交付金
　56万円（0.01％） 
法人事業税交付金
　510万円（0.08％） 
環境性能割交付金
　262万円（0.04％） 
交通安全対策特別交付金
　68万円（0.01％）
配当割交付金
209万円（0.03％）

繰入金
8億1575万円（12.78 ％）

農林水産業費農林水産業費
8億1198万円8億1198万円
（12.72％） （12.72％） 

農林水産業費
8億1198万円
（12.72％） 

民生費民生費
11億4529万円 11億4529万円 
（17.95％） （17.95％） 

民生費
11億4529万円 
（17.95％） 

総務費総務費
10億3883万円 10億3883万円 
（16.28％）（16.28％）

総務費
10億3883万円 
（16.28％） 土木費土木費

9億3693万円9億3693万円
（14.68％） （14.68％） 

土木費
9億3693万円
（14.68％） 

公債費
7億2279万円（11.33％） 

教育費
7億1291万円（11.17％）

衛生費
5億1692万円（8.10％） 

消防費
2億5211万円（3.95％）

商工費
1億6357万円（2.56％）

議会費
7059万円（1.11％） その他

997万円（0.15％） 

歳入合計
6３億８１8９万円

国庫支出金
4億3936万円（6.88％） 

県支出金
　5億789万円（7.96％） 

３月

定 例 会 の
あ ら ま し

財源内訳
負 担 ⾦3845万円

  ⼀般財源9245万円

財源内訳
（国県⽀出⾦411万円）

財源内訳
（地⽅債4100万円）

財源内訳
県⽀出⾦1億 7025万円
⼀般財源   4452万円

財源内訳
（諸収⼊693万円）

財源内訳
（基⾦400万円）

財源内訳
国庫⽀出⾦1億 433万円
地 ⽅ 債  6600万円
⼀ 般 財 源   57万円

1億 3090万円

1億 7090万円

411万円

4100万円

2900万円（解体・委託含む）

2億 1477万円

693万円

3900万円

400万円

財源内訳
  地 ⽅ 債2760万円
  ⼀般財源 140万円

財源内訳
（諸収⼊3900万円）（ ） （ ）

（ ）

（ ）
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３
月
14
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
開
催
し
た
、
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

令
和
４
年
度
予
算
質
疑

　
　

健
康
増
進
助
成
事
業

　
　

負
担
金
の
内
容
は
。

　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ

　
　

の
利
用
料
金
の
一
部

を
負
担
す
る
も
の
。
温
泉

利
用
料
な
ど
の
町
民
割
引

分
。

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
利
用
料
金
の
一
部
を
負
担

　
　

町
民
宿
泊
助
成
事
業

　
　

宿
泊
割
引
交
付
金
の

対
象
宿
泊
場
所
は
。

　
　

町
内
の
旅
館
業
法
等

　
　

に
登
録
し
て
い
る
と

こ
ろ
。
現
在
６
軒
。
町

民
と
町
内
企
業
に
勤
務

し
て
い
る
方
で
、
１
泊

５
０
０
０
円
以
上
の
宿
泊

を
し
た
場
合
に
２
５
０
０

円
の
交
付
金
。（
県
民
割

と
の
併
用
可
能
）

１
泊
２
５
０
０
円
の
交
付
金

　
　

中
山
間
地
農
業
ル
ネ

　
　

ッ
サ
ン
ス
推
進
事
業

委
託
料
の
内
容
は
。

　
　

花か

き卉
の
海
外
販
売
拡

　
　

大
に
向
け
た
市
場
調

査
・
販
売
戦
略
・
新
た
な

品
目
の
試
験
販
売
な
ど
を

行
う
も
の
で
あ
り
、
株
式

会
社
フ
ラ
ワ
ー
キ
ン
グ
へ

委
託
す
る
。

　
　

海
外
販
売
に
特
化
し

　
　

た
事
業
な
の
か
。

　
　

国
内
の
取
り
組
み
に

　
　

も
適
用
さ
れ
る
。

花か

き卉
の
海
外
販
売
拡
大
を
図
る

　
　

農
作
業
省
力
化
支
援

　
　

事
業
補
助
金
の
内
容

は
。

　
　

草
刈
機
（
乗
用
式
・

　
　

ラ
ジ
コ
ン
式
な
ど
）

と
ド
ロ
ー
ン
（
薬
剤
・
肥

料
散
布
用
）
購
入
補
助
。

機
械
１
台
に
つ
き
購
入
費

の
３
分
の
２
の
額
で
80
万

円
を
限
度
。
薬
剤
散
布
委

託
業
務
に
対
す
る
補
助
は
、

10
㌃
当
た
り
５
０
０
円
。

薬
剤
・
肥
料
散
布
を
３
戸

以
上
の
農
家
が
共
同
で
行

う
業
務
も
対
象
と
す
る
。

た
だ
し
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ

イ
ド
系
農
薬
を
使
用
す
る

場
合
は
対
象
外
と
す
る
。

草
刈
機
・
ド
ロ
ー
ン
の
購
入
補
助
な
ど

遊
歩
道
の
整
備
を
し
、
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
る

　
　

大
笹
山
遊
歩
道
整
備

　
　

業
務
委
託
料
の
内
容

は
。

　
　

台
宿
ふ
れ
あ
い
の
森

　
　

か
ら
西
に
約
12
㌔

の
と
こ
ろ
に
あ
る
標
高

８
７
５
㍍
の
山
で
あ
り
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
愛
好
者
や

低
山
登
山
の
愛
好
家
に
人

気
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

観
光
交
流
人
口
の
増
加
や

塙
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
の

た
め
遊
歩
道
の
整
備
を
す

る
。

集
約
建
替
を
検
討

　
　

町
営
住
宅
建
替
事
業

　
　

基
本
設
計
業
務
委
託

料
の
内
容
は
。

　
　

建
て
替
え
対
象
は「
若

　
　

宮
住
宅
」「
南
原
住

宅
」「
大
町
住
宅
」
の
３

カ
所
。
町
営
住
宅
配
置
計

画
に
お
い
て
予
定
し
て
い

る
。

　
　

建
て
替
え
に
つ
い
て
、

　
　

新
た
な
場
所
に
す
る

考
え
は
。

　
　

集
約
建
て
替
え
を
検

　
　

討
し
て
お
り
、
で
き

れ
ば
１
カ
所
に
し
た
い
。

よ
り
よ
い
場
所
を
選
定
し

て
い
き
た
い
。

　
　

建
替
検
討
委
員
会
の

　
　

メ
ン
バ
ー
等
は
。

　
　

福
祉
部
門
と
の
連
携

　
　

・
民
間
と
の
連
携
な

ど
を
考
え
、
委
員
構
成
を

考
え
て
い
く
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
事
業
開
始
を
予
定

　
　

子
ど
も
第
三
の
居
場

　
　

所
事
業
の
施
設
設
置

場
所
と
運
営
主
体
は
。

　
　

場
所
は
代
官
所
跡
地

　
　

の
敷
地
内
を
候
補
地

の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　
　

対
象
児
童
数
は
ど
の

　
　

程
度
か
。

　
　

15
～
20
名
収
容
で
き

　
　

る
計
画
で
進
め
て
い

る
。

　
　

事
業
開
始
の
時
期

　
　

は
。

　
　

令
和
５
年
４
月
か
ら

　
　

予
定
し
て
い
る
が
、

６
月
に
ず
れ
込
む
場
合
も

あ
る
。

安
全
面
確
保
を
図
る

　
　

こ
ど
も
園
保
育
部
東

　
　

面
ガ
ラ
ス
フ
イ
ル
ム

貼
り
工
事
の
内
容
は
。

　
　

不
審
者
対
策
な
ど
安

　
　

全
面
確
保
の
た
め
で

あ
り
、
明
る
さ
を
確
保
す

る
た
め
カ
ー
テ
ン
で
は
な

く
フ
イ
ル
ム
を
貼
る
こ
と

と
す
る
。

　
　

脳
ド
ッ
ク
助
成
の
内

　
　

容
は
。

　
　

１
人
当
た
り
１
１
０

　
　

０
０
円
か
か
り
、
町

で
９
２
０
０
円
の
助
成
。

対
象
者
見
込
み
は
30
人
。

　
　

周
知
に
つ
い
て
工
夫

　
　

を
し
て
ほ
し
い
が
。

　
　

啓
蒙
を
高
め
、
受
診

　
　

率
を
高
め
て
い
き
た

い
。

脳
ド
ッ
ク
の
受
診
率
を
高
め
て
い
く

特
別
会
計

特
別
会
計

特
別
会
計

　
　

施
設
統
合
検
討
業
務

　
　

委
託
料
の
内
容
は
。

　
　

北
野
地
区
の
農
業
集

　
　

落
排
水
処
理
施
設
に

つ
い
て
、
老
朽
化
が
進
み

大
規
模
な
補
修
が
必
要
な

時
期
に
き
て
い
る
た
め
、

国
庫
補
助
事
業
に
よ
り
公

共
下
水
道
施
設
と
統
合
が

可
能
か
を
検
討
す
る
。

北
野
地
区
の
公
共
下
水
道
と
の
統
合
を
検
討
す
る

３月

定 例 会 の
あ ら ま し

か
さ
上
げ
な
ど
へ
の
補
助

　
　

住
宅
浸
水
対
策
改
修

　
　

等
工
事
費
補
助
金
の

内
容
は
。

　
　

令
和
元
年
東
日
本
台

　
　

風
で
浸
水
被
害
を
受

け
た
地
域
の
方
が
対
象
。

か
さ
上
げ
な
ど
へ
の
補
助

で
、
建
物
は
２
分
の
１
で

１
０
０
万
円
、
設
備
機
器

は
２
分
の
１
で
30
万
円
が

限
度
。

ＡＡ

QQ

ＡＡ

QQＡＡ QQ

ＡＡ QQ

ＡＡ

QQ ＡＡ QQ

ＡＡ QQ

ＡＡ

QQ

ＡＡ QQＡＡ

QQ

ＡＡ QQ

ＡＡ

QQ

ＡＡ QQ

ＡＡ QQ

ＡＡ QQ

ＡＡ QQ

ＡＡ QQ
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振興公社への貸付金は３０００万円に
一般会計予算を１億６６６７万円減額補正一般会計予算を１億６６６７万円減額補正

　
　

月
定
例
会
は
、
３
月

　
　

８
日（
火
）か
ら
16
日

（
水
）ま
で
の
９
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
１
件
、
条
例

関
係
５
件
、
計
画
策
定
等

４
件
、
予
算
13
件
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
質
問
は
３
月

10
日
に
行
い
、
６
名
の
議

員
が
町
政
の
課
題
に
つ
い

て
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
人
事
案
件

１
件
と
常
任
委
員
・
議
会

運
営
委
員
の
選
任
が
追
加

提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
閉
会
し

ま
し
た
。 例 会 の

あ ら ま し
定

３月３

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
主
な
内
容
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
関
連　
　
　

１
０
４
０
万
円

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
報
償
費
や
接
種
券
作
成
業
務
委
託
料
、
接
種
協

力
支
援
金
な
ど
で
あ
り
、
令
和
４
年
度
へ
の
繰
越
事
業
と
な
る
。

・
水
利
施
設
保
全
合
理
化
事
業
・
機
能
保
全
計
画
策
定
業
務
委
託

　

料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
０
０
万
円

・
農
村
環
境
整
備
事
業
・
実
施
計
画
策
定
業
務
委
託
料　
　
　
　

　
　

１
１
０
０
万
円

　

令
和
４
年
度
分
で
予
定
し
て
い
た
県
補
助
金
が
前
倒
し
で
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
小
山
堰せ

き

か
ら
の
用
水
路
を
水
利
施

設
保
全
合
理
化
事
業
に
よ
っ
て
増
額
す
る
も
の
。
令
和
４
年
度
へ

の
繰
越
事
業
と
な
る
。

・
調
整
池
排
水
工
事
請
負
費　
　
　
　
　
　
　
　

△
７
２
７
万
円

　

塙
林
間
工
業
団
地
内
の
上
渋
井
側
調
整
池
の
排
水
工
事
を
予
定

し
て
い
た
が
、
点
検
お
よ
び
簡
易
な
修
繕
の
結
果
、
排
水
可
能
な

状
況
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
額
補
正
。

・
三
角
形
の
道
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
設
置
工
事　
　
　

△
１
４
０
万
円

　

三
角
形
の
道
の
自
転
車
走
行
の
路
面
表
示
で
あ
る
ブ
ル
ー
ラ
イ

ン
設
置
を
予
定
し
て
い
た
が
、
県
に
お
い
て
県
道
部
分
を
施
工
す

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
額
補
正
。

・
株
式
会
社
塙
町
振
興
公
社
経
営
安
定
化
資
金
貸
付
金

　

△
２
０
０
０
万
円

　

第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
塙
町
振
興
公
社
へ
の
貸
付
金

に
つ
い
て
、
３
月
末
ま
で
の
運
営
資
金
不
足
等
を
精
査
し
て
、
貸

付
金
を
３
０
０
０
万
円
と
決
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
の
増
額
と
、
令
和
３
年
度
中
に

実
施
し
た
各
事
業
の
実
績
に
基
づ
く
予
算
減
額
と
合
わ
せ
、
全
体
で

１
億
６
６
６
７
万
円
減
額
の
合
計
70
億
７
３
０
６
万
円
と
す
る
も
の
。

　
　

各
繰
入
金
を
減
額
補
正
し

　
　

て
い
る
が
、
条
例
に
合
っ

た
取
り
扱
い
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　

職
員
を
含
め
た
み
ん
な
の

　
　

努
力
に
よ
り
節
約
で
き
た

数
字
で
あ
る
。
条
例
に
定
め
て

い
る
範
囲
内
で
繰
り
入
れ
を

行
っ
て
い
る
。

　
　

白
河
広
域
圏
徴
収
費
分
担

　
　

金
に
つ
い
て
、
増
額
補
正

し
た
内
容
は
。

　
　

広
域
の
滞
納
整
理
の
負
担

　
　

金
。
広
域
圏
に
移
管
し
て

い
る
滞
納
額
、
そ
れ
に
対
す
る

収
納
率
、
滞
納
整
理
に
か
か
っ

た
経
費
等
で
算
出
し
た
額
で
あ

る
。

　
　

流
灯
花
火
大
会
補
助
金
は
、

　
　

花
火
だ
け
の
経
費
か
。

　
　

打
ち
上
げ
花
火
、
警
備
関

　
　

係
、
木
育
事
業
・
木
の
灯

籠
づ
く
り
の
経
費
で
あ
る
。

　
　

振
興
公
社
へ
の
貸
付
金
に

　
　

つ
い
て
、
５
０
０
０
万
円

の
予
定
か
ら
実
際
の
貸
付
は

３
０
０
０
万
円
に
減
額
し
た
が

そ
の
理
由
は
。

　
　

12
月
補
正
予
算
の
段
階
で

　
　

は
、
７
４
０
０
万
円
の

赤
字
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
借
入
金
の
運
用
計

画
の
中
で
精
査
を
し
、
２
月

10
日
に
貸
付
を
行
っ
て
い

る
。
１
月
か
ら
３
月
ま
で
は
、

４
９
０
６
万
３
千
円
の
経
費
が

か
か
る
見
込
み
で
、
そ
の
間
の

売
上
金
は
１
９
０
６
万
３
千
円

で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

当
初
予
定
し
て
い
た
よ
り
、
日

帰
り
入
浴
等
が
伸
び
た
こ
と
に

よ
り
売
上
が
改
善
さ
れ
た
。
３

月
ま
で
の
内
容
を
精
査
し
て
、

貸
付
金
を
３
０
０
０
万
円
と
し

２
０
０
０
万
円
を
減
額
補
正
し

た
。

　
　

こ
ど
も
園
の
来
客
用
駐
車

　
　

場
整
備
工
事
費
を
減
額
補

正
し
て
い
る
が
、そ
の
内
容
は
。

　
　

用
地
の
交
渉
を
進
め
て
い

　
　

る
が
、
公
有
地
の
拡
大
に

つ
い
て
県
と
の
協
議
が
整
っ
て

な
く
ま
だ
取
得
し
て
い
な
い
。

次
年
度
に
改
め
て
計
上
し
、
工

事
を
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

QQ QQQQ 質
疑
質
疑︵
補
正
予
算
︶

︵
補
正
予
算
︶

質
疑︵
補
正
予
算
︶

ＡＡＡＡ

　
　

消
防
団
に
関
す
る
条
例
改

　
　

正
だ
が
、
定
員
を
３
８
０

人
か
ら
３
４
０
人
に
し
た
理
由

は
。
ま
た
、
報
酬
の
額
は
ど
の

よ
う
に
し
て
決
め
た
の
か
。

　
　

定
数
に
つ
い
て
は
、
定
員

　
　

と
実
人
員
に
差
が
出
て
き

て
お
り
欠
員
が
生
じ
て
き
た
。

各
班
に
今
後
の
入
団
予
定
者
・

退
団
予
定
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
結
果
を
ふ
ま
え
、
現

団
員
数
で
あ
る
３
４
０
人
を
定

員
と
し
た
。
報
酬
に
つ
い
て
は
、

郡
内
担
当
課
長
で
協
議
し
検
討

し
た
額
で
あ
る
。

　
　

塙
町
第
六
次
長
期
総
合
計

　
　

画
は
、
町
長
の
思
い
は
網

羅
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

町
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

　
　

思
い
を
十
分
に
込
め
て
い

　
　

る
。
現
況
で
つ
か
め
る
状

況
、
町
財
政
等
を
把
握
し
た
う

え
で
策
定
さ
れ
た
計
画
で
あ

る
。
現
状
を
よ
く
ふ
ま
え
た
う

え
で
の
計
画
進
行
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
周
知
方
法
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
紙
へ
の

掲
載
を
考
え
て
い
る
。

ＡＡ QQ

QQ ＡＡ

質 
疑︵
条
例
︶

質 
疑︵
条
例
︶

質 
疑︵
条
例
︶

質 
疑︵
計
画
︶

質 
疑︵
計
画
︶

質 
疑︵
計
画
︶

QQＡＡ ＡＡ

ＡＡ QQ

株式会社塙町振興公社へ運営委託している「湯遊ランドはなわ」

振興公社への貸付金は３０００万円に
一般会計予算を１億６６６７万円減額補正

湯遊ランドはなわの問題は
あると思うが、⼀町⺠とし
てあれば便利だということ
で存続できるようにしてほ
しい。

振興公社の経営がとても
厳しい状況であり、経営
の安定化に向けた⽅策が
必要であることを感じた。

湯遊ランドは町⺠にとって
憩いの場でもあり、健全な
状態での存続を願います。

議会だよりモニターさんの声



塙町議会だより第15８号塙町議会だより第15８号 1011

一
般
質
問

一
般
質
問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

スマートフォンなどお
持ちの方で、専用アプ
リでＱＲコードを読み
取ると録画映像がご覧
いただけます。

一
般
質
問
と
は

　

議
員
が
町
長
な
ど
に
対

し
、
行
政
全
般
に
わ
た
る

事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

の
方
針
等
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
て
い
る
一
般
質
問

は
、
質
問
登
壇
議
員
自
ら

が
原
稿
を
作
成
し
て
い
ま

す
。

青
あおと

砥與
ようぞう

藏議員

七
ななみや

宮広
ひろき

樹議員

吉
よしだ

田克
かつのり

則議員

下
しもじゅう

重義
よしと

人議員

菊
きくち

地哲
てつや

也議員

専決第 2号 専決処分（専決第２号） 承　
　

認

議案第14号 令和3年度塙町公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）

原　
　
　
　
　

案　
　
　
　
　

可　
　
　
　
　

決　

町道川上東河内線の工事請負金額の変更について、地
方自治法第 179 条第 1項の規定により町長が専決処分
を行ったため、議会へ報告するもの。

継続費の変更の補正。

議案第 2号
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定

　
　

原　
　
　
　
　
　
　

案　
　
　
　
　
　
　

可　
　
　
　
　
　
　

決

議案第15号 令和 3年度塙町介護保険特別会計補正予算（第3号）

国家公務員の育児休業等に関する法律が改正になり、県
条例においても改正されるため、非常勤職員の取得条件
を緩和するため町条例の一部を改正。

歳入で保険料など、歳出で総務費などを補正。

議案第 3号
特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例及び塙町
消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定

議案第16号 令和 3年度塙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号）

消防庁長官通知に示された基準を踏まえ、報酬額を引き
上げるほか所要の改正および消防団員の定員を 380 人か
ら 340 人に改正。

歳入で後期高齢者医療保険料など、歳出で総務費などを
補正。

議案第 4号
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定

議案第17号 令和 4年度塙町一般会計予算

令和 3年福島県人事委員会の勧告内容により、ガソリン
価格高騰による職員の通勤事情を考慮し、県条例を参考
に条例の一部を改正。

歳入歳出予算総額を 63 億 8188 万 8 千円とするもの。

議案第 5号
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定

議案第18号 令和 4年度塙町国民健康保険特別会計予算

会計年度任用職員任用について、給与等の円未満の端数
処理、時間外勤務および減額に係る時間単価算定方法な
どの改正。

歳入歳出予算総額を 9億 5201 万 4 千円とするもの。

議案第 6号
塙町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定

議案第19号 令和 4年度塙町農業集落排水処理事業特別会計予算

「全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保
険法の一部を改正する法律の施行に伴う関係法令の整備
等に関する政令」の公布に伴う改正。

歳入歳出予算総額を 2億 3704 万 4 千円とするもの。

議案第7号 塙町第六次長期総合計画の策定 議案第20号 令和 4年度塙町公共下水道事業特別会計予算

平成 23 年度に策定された第五次長期総合計画の計画期
間が満了となったため、新たな計画を策定。 歳入歳出予算総額を 2億 6075 万 3 千円とするもの。

議案第8号 塙町辺地総合整備計画の変更 議案第21号 令和 4年度塙町介護保険特別会計予算

令和3年度に実施予定の「田代辺地」「湯岐辺地」「片貝辺地」
に係る事業について、事業費の変更を行い、辺地対策事業
債の対象事業を執行するため総合整備計画の変更。

歳入歳出予算総額を 11 億 9891 万 8 千円とするもの。

議案第9号 町道の路線の廃止 議案第22号 令和 4年度塙町後期高齢者医療特別会計予算

現在の延長 613.3㍍を廃止し、片貝峠下平野線に接続する
公共的な性格を有する農道片貝 2号線を、片貝峠下平野
線を延長して町道として管理する。

歳入歳出予算総額を 1億 1955 万 8 千円とするもの。

議案第10号 町道の路線の認定 議案第23号 令和 4年度塙町上水道事業会計予算

農道片貝2号線を町道として管理するため、旧片貝峠下平
野線を延長して町道とする。起点は県道高萩塙線に接続す
る農道片貝1号線を町道として管理する。

収益的収入の予定額を2億 6886万 1千円、収益的支出の予
定額を2億4335万7千円、資本的支出の予定額を2億1625万9千
円とするもの。

議案第11号 令和 3年度塙町一般会計補正予算（第 6号） 同意第1号 教育委員会委員の任命
同　

意
歳入で町税・分担金など、歳出で総務費などの補正。
併せて、繰越明許費の追加・変更の補正、債務負担行為
の追加、地方債の追加・変更の補正。

教育委員会委員 大縄剛氏が、令和4年 3月31日をもって任期満
了となるため、同氏を再任することについて、議会の同意を得るもの。
任期は1期4年であり、令和4年4月1日から令和8年3月31日まで。

議案第12号
令和 3年度塙町国民健康保険特別会計補正予算
（第 4号）

常任委員の選任

選　
　
　
　

任

歳入で国民健康保険税など、歳出で総務費などを補正。 現在の委員の任期は令和 4年 4月 2日までであり、後任
の委員選任について議長が指名するもの。

議案第13号
令和 3年度塙町農業集落排水処理事業特別会計
補正予算（第 3号）

議会運営委員の選任

歳入で分担金および負担金・繰入金、歳出で総務費を
補正。併せて、継続費の変更の補正。

現在の委員の任期は令和 4年 4月2日までであり、後任の
委員選任について議長が指名するもの。

議　案　等　の　審　議　結　果　一　覧　表

鈴
すずき

木 茂
しげる

議員

Ｐ１２　
・庁舎建設費

・町の人口減少対策

Ｐ１３　
・シェアハウス

・産業祭代替事業

・諸課題の見通し

Ｐ１４　
・道路改良による影響

・コロナ経済対策

・稲作農家への支援

・「田んぼダム」事業

Ｐ１５
・コロナワクチン接種

・子宮頸がんワクチン接種

・サブスク事業「はなマ」

・新庁舎建設費

Ｐ１６　
・新庁舎建設予算　　　　

Ｐ１７　
・「湯遊ランドはなわ」費用

・旧すみれ会館

・新庁舎建設に係る町づくり

・町人事行政の運営状況
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今
期
の
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス　

(

高
齢
者
等
共
同

住
宅)

の
利
用
者
数
は
。

　
　
　

数
件
の
問
い
合
わ

せ
を
受
け
て
い
る
が
、
利

用
ま
で
に
至
っ
て
い
な

い
。

　
　
　

高
齢
者
に
寄
り

添
っ
た
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
必
要
性
は
理
解
す
る

が
、コ
ロ
ナ
禍
と
は
い
え
、

現
状
を
聞
く
と
空
振
り
の

事
業
と
し
か
い
い
よ
う
が

な
い
。
こ
の
状
況
を
受
け

止
め
、
今
後
の
対
応
策
と

活
用
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

空
振
り
と
は
思
っ

て
い
な
い
、
い
つ
で
も
利

用
が
で
き
る
待
機
状
態
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
利
用
を
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
　
　

今
後
、
こ
の
よ
う

な
空
振
り
事
業
が
な
い
よ

う
に
検
証
が
必
要
と
思
う

が
。

　
　
　

い
ろ
ん
な
施
設
に

対
す
る
検
証
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
で
い
る
。

雨に耐え、顔を上げるもの
だけが、虹を見る

七
ななみや

宮 広
ひろき

樹議員

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス（
高
齢
者
等
共
同
住
宅
）

の
利
用
状
況
は

さ
ら
な
る
周
知
を
図
っ
て
い
く

　
　
　

当
初
の
予
算
額

15
億
５
千
万
で
は
で
き
な

い
の
か
。
見
込
み
が
甘

か
っ
た
の
で
は
。

　
　
　

で
き
る
で
き
な
い

と
い
う
言
葉
は
発
せ
る
状

況
に
な
い
。
見
積
も
り
が

で
き
て
か
ら
判
断
し
、
そ

の
後
検
討
を
加
え
て
い

く
。

　
　
　

議
会
の
全
員
協
議

会
で
、
総
務
課
長
が
28
億

か
か
り
そ
う
だ
と
説
明
を

受
け
た
が
事
実
か
。

　
　
　

15
億
５
千
万
で
設

計
士
に
提
示
し
た
が
難
し

い
の
で
、
経
費
が
か
さ
む

も
の
を
削
っ
て
い
く
。

　
　
　

９
月
定
例
会
で
建

設
費
が
挙
げ
ら
れ
る
そ
う

だ
が
、
事
前
に
概
算
額
が

分
か
ら
な
い
の
か
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で

資
材
単
価
が
上
が
っ
て
い

る
今
の
段
階
で
は
、
は
っ

き
り
と
し
た
数
字
は
提
示

で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

取
り
ま
と
め
次
第
、
議
会

に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
　

職
員
の
休
憩
室
は

造
ら
な
い
の
か
。

　
　
　

更
衣
室
を
充
当
す

る
。

　
　
　

町
民
ホ
ー
ル
を
つ

く
る
目
的
は
、
土
日
も
開

放
す
る
の
か
。

　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
勉

強
や
展
示
物
を
飾
る
な
ど

し
て
有
効
に
使
い
た
い
。

開
放
の
詳
細
は
今
後
検
討

す
る
。

　
　
　

こ
こ
に
き
て
亡
く
な

る
人
が
多
く
生
ま
れ
る
子
ど

も
も
少
な
い
、
こ
の
ま
ま
で

は
人
口
減
少
が
加
速
す
る
。

ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
た

の
か
。

　
　
　

さ
く
ら
タ
ウ
ン
の
整

備
、
結
婚
祝
い
金
、
給
食
無

償
化
、
こ
ど
も
園
の
整
備
、

お
年
寄
り
へ
の
祝
い
金
、
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成
事

業
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　

直
近
５
年
間
の
子
ど

も
の
出
生
数
と
人
口
の
推
移

は
。

　
　
　

５
年
間
平
均
で
45
名

ぐ
ら
い
、
人
口
は
５
年
で

８
３
５
名
減
少
し
て
い
る
。

　
　
　

お
年
寄
り
へ
の
健
康

対
策
は
。

　
　
　

室
内
で
の
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
の
普
及
や
口
腔
ケ
ア
に

努
め
て
い
る
。

　
　
　

今
後
の
強
力
な
対
策

は
。

　
　
　

郡
で
対
策
と
い
う
話

も
出
て
い
る
、
対
案
が
あ
っ

た
ら
出
し
て
ほ
し
い
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

庁舎建設費が 28億超と
いうのは事実か !

経費縮減に取り組む

鈴
すずき

木 茂
しげる

議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問

答
弁

質
問

役場庁舎新築が、町民不在
であってはならない

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　

台
風
19
号
の
災
害

復
旧
で
久
慈
川
の
河
道
掘

削
も
進
み
、
以
前
の
景
観

が
よ
み
が
え
っ
て
い
る
が
、

「
元
気
ふ
く
し
ま
地
域
づ

く
り
交
流
促
進
事
業
」
を

進
め
る
に
当
た
り
、
ど
の

よ
う
な
道
筋
で
進
め
て
い

く
の
か
。

　
　
　

久
慈
川
桜
並
木
活

用
懇
談
会
に
名
称
を
変
更

し
、
よ
り
具
体
的
な
話
し

合
い
の
結
果
、
道
の
駅
以

南
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
堤
防
の
舗
装
を
最
優
先

に
、
階
段
や
休
憩
施
設
の

設
置
に
ま
と
め
た
。

　

令
和
４
年
度
中
に
道
の

駅
は
な
わ
南
側
か
ら
、
上

石
井
地
内
の
堤
防
舗
装
工

事
を
進
め
、
さ
ら
に
４
カ

所
の
階
段
等
の
設
置
を
令

和
６
年
度
ご
ろ
ま
で
随
時

整
備
し
て
い
く
。

　
　
　

令
和
４
年
４
月
１

日
よ
り
成
人
年
齢
が
20
歳

か
ら
18
歳
に
変
わ
り
、
全

国
の
各
市
町
村
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
方
で
対
応
す

る
が
、
塙
町
主
催
の
成
人

式
参
加
年
齢
は
。

　
　
　

当
面
、
国
・
県
・

他
市
町
村
の
動
向
も
注
視

し
つ
つ
も
、
対
象
者
を
こ

れ
ま
で
ど
お
り
20
歳
を
迎

え
る
者
と
考
え
て
い
る
。

「産業祭」廃止後の考えは
開催内容を模索している

　
　
　

令
和
４
年
度
の
予
算

書
を
見
る
と
、
塙
町
産
業
祭

代
替
事
業
補
助
金
・
１
０
０

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
産
業
祭
に
変
わ
る
イ
ベ

ン
ト
の
計
画
や
構
想
は
あ
る

の
か
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
を

実
施
し
な
が
ら
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
と
認
識
し
て
い
る
。
駅

前
通
り
・
大
字
塙
商
店
街
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

催
を
模
索
し
て
い
る
。

　
　
　

産
業
祭
に
変
わ
る
新

し
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
立

案
・
実
行
に
対
す
る
人
材
活

用
は
。

　
　
　

実
績
の
あ
る
岸
本
拓

也
氏　

と
の
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
町
に
合
っ
た
イ
ベ
ン

ト
の
確
立
を
お
願
い
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質 問答 弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

町の人口減少に対する対策は
アイデアを出してほしい

国有地の庁舎敷地（駐車場南側・写真上）を令和 4年度に購入

し
っ
か
り
対
応
し
、
周
知
す
る

諸
課
題
の
見
通
し
は

質
問

答
弁 質

問
答
弁

大町地内にあるシェアハウス（高齢者等共同住宅）

　

岸
本
拓
也（
き
し
も
と
た
く
や
）
氏
：

ベ
ー
カ
リ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

食
パ
ン
ブ
ー
ム
の
仕
掛
け
人
の
一

人
で
、
塙
町
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

応
援
者 ？

？
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現
在
、
国
道
２
８

９
号
常
世
北
野
地
区
の
バ

イ
パ
ス
事
業
、
町
道
北
野

松
岡
線
道
路
整
備
事
業
な

ど
に
よ
る
人
の
流
れ
が
お

の
ず
と
変
わ
っ
て
い
く

中
、
商
店
街
へ
の
誘
客
に

つ
な
が
る
秘
策
は
。

　
　
　

交
通
が
便
利
に
な

れ
ば
、
通
過
区
域
内
で
は

な
い
商
店
街
等
へ
の
影
響

は
あ
る
と
考
え
る
。
今
後

は
、
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
・
空
き
店
舗
の
利

用
に
よ
る
集
客
ア
ッ
プ
な

ど
、
塙
町
の
知
名
度
を
ど

う
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
か

を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

各
商
店
の
案
内
板

な
ど
の
設
置
の
考
え
は
。

　
　
　

塙
町
に
は
お
い
し

い
店
が
多
い
の
で
、
道
の

駅
は
な
わ
に
各
お
店
の
案

内
板
を
設
置
し
、
町
の
中

を
探
索
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
計
画
は
持
っ
て
い

る
。

　
　
　

県
産
米
生
産
意
欲

向
上
支
援
緊
急
対
策
金

を
、
ど
の
よ
う
な
形
で
支

援
に
つ
な
げ
る
の
か
。

　
　
　

補
助
金
の
単
価
は
、

県
と
同
様
に
種
子
代
金
の

３
分
の
１
相
当
額
の
10
㌃

当
た
り
５
２
５
円
と
し
、

営
農
計
画
書
に
記
載
さ
れ

た
水
稲
面
積
を
基
に
補
助

額
を
確
定
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

道路改良による
商店街への影響は
通過区域内ではない商店街
等への影響はあると考える

下
しもじゅう

重 義
よしと

人議員

質
問

答
弁

浸水被害を低減させる
『田んぼダム』事業を
流域治水対策として
必要性を認識

５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

３
月
末
よ
り
開
始
予
定

菊
きくち

地 哲
てつや

也議員

「
は
な
マ
」
商
品
は
エ
ビ
デ
ン
ス（
科
学
的
根
拠
）が
重
要
で
は

健
康
へ
の
数
値
的
な
も
の
を
出
し
て
い
き
た
い

質
問

答
弁

質 問答 弁

迅速な3度目の
経済対策を

答
弁

質
問

答
弁

質
問

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
新
変
異
株
『
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
』
感
染
拡
大
に
向
け
た
、
迅

速
な
３
度
目
の
経
済
対
策
の
考

え
は
。

　
　
　

昨
年
度
同
様
、
６
月
の

補
正
予
算
で
計
上
し
、
令
和
４

年
度
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
事
業
に
取
り
組
む

予
定
。
交
付
金
額
は
、
町
民
一

人
当
た
り
１
５
０
０
０
円
も
し

く
は
若
干
の
上
乗
せ
を
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

３
回
目
接
種
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

　
　
　

本
年
１
月
か
ら
３
回
目

接
種
を
開
始
し
、
医
療
従
事
者

等
、
高
齢
者
施
設
等
従
事
者
お

よ
び
入
所
者
、
３
月
中
旬
に
は

一
般
高
齢
者
の
接
種
を
お
お
む

ね
完
了
し
、
引
き
続
き
64
歳
以

下
の
方
の
接
種
を
進
め
て
い

く
。

質
問

答
弁

負の遺産を
　次に残さない

　
　
　

現
時
点
で
の
希
望
者

は
。

　
　
　

対
象
児
童
の
６
割
、

そ
の
後
も
令
和
４
年
９
月
末

ま
で
は
接
種
で
き
る
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
感
染
者
自
宅

療
養
の
支
援
は
。

　
　
　

県
と
連
携
し
て
、
町

が
数
日
分
の
食
料
や
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
な
ど
を
届

け
て
い
る
。

　
　
　

町
内
小
学
校
休
校
時

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
は
。

　
　
　

児
童
の
健
康
観
察
や

学
年
に
よ
っ
て
国
語
・
数
学

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施

す
る
。

　
　
　

勧
奨
を
止
め
て
い
た

期
間
の
対
象
者
に
対
し
て

は
。

　
　
　

国
の
指
示
に
よ
り
25

歳
ま
で
の
希
望
女
性
に
は
無

料
で
接
種
す
る
。

　
　
　

新
庁
舎
の
建
設
費

が
大
幅
に
増
額
と
な
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
返
済
計

画
は
。

　
　
　

５
年
据
え
置
き

25
年
返
済
、
最
大
で
年

間
６
５
０
０
万
円
く
ら

い
。
そ
の
他
の
償
還
を

含
め
る
と
年
間
合
計

６
億
８
０
０
０
万
円
と
な

る
。

　
　
　

次
の
世
代
へ
で
き

る
だ
け
負
担
、
負
債
を
残

さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

　
　
　

使
え
る
も
の
は
使

う
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
策
を

と
っ
て
建
設
費
の
削
減
を

図
っ
て
い
く
。

　
　
　

サ
ブ
ス
ク
事
業
「
は

な
マ
」
の
売
り
上
げ
は
。

　
　
　

ぬ
か
床
定
期
便
は
今

の
と
こ
ろ
20
件
で
伸
び
悩
ん

で
い
る
。

　
　
　

昨
年
度
２
２
０
０
万

円
、
今
年
度
１
６
０
０
万
円

投
入
す
る
が
財
源
は
。

　
　
　

原
発
処
理
水
放
出
に

よ
る
風
評
対
策
の
交
付
金
を

予
定
し
て
い
た
が
、
環
境
省

か
ら
本
事
業
と
の
関
連
性
が

低
い
と
指
摘
を
受
け
地
方
創

生
推
進
交
付
金
と
一
般
財
源

で
賄
う
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
は
商
品
が

健
康
に
い
い
と
言
っ
て
も
、

エ
ビ
デ
ン
ス（
科
学
的
根
拠
）

が
必
要
で
は
。

　
　
　

エ
ビ
デ
ン
ス
の
重
要

性
は
、
竹
活
用
は
竹
ま
る
く

ん
事
業
で
痛
切
に
感
じ
て
い

る
。「
は
な
マ
」
商
品
は
健

康
へ
の
数
値
的
な
も
の
が
出

せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　
　
　

今
後
の
展
開
は
。

　
　
　

ぬ
か
床
以
外
に
花か

卉き

、

こ
ん
に
ゃ
く
加
工
品
、菓
子
、

木
工
製
品
や
観
光
と
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
商
品
な
ど
選
択
の
幅

を
広
げ
、
本
事
業
の
自
立
と

生
産
者
の
売
り
上
げ
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

新庁舎の地中熱利用などは維持管理費がかかるのでは新庁舎の地中熱利用などは維持管理費がかかるのでは
費用と効果を考えて導入を検討していく

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

国
の
指
示
の
も
と
今
年
度
よ
り
対
応
し
て
い
く

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

「はなマ」のぬかどこ定期便

　
　
　

塙
町
の
中
心
市
街

地
は
特
徴
あ
る
地
形
で
も

あ
る
た
め
、
内
水
氾
濫
対

策
を
一
層
強
化
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

　
　
　

『
田
ん
ぼ
ダ
ム
』

は
、
豪
雨
時
に
河
川
や
水

路
の
急
上
昇
を
抑
え
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
下
流
域
の
冠
水
被
害

リ
ス
ク
を
低
減
で
き
る
た

め
、
塙
町
で
も
流
域
治
水

対
策
と
し
て
必
要
性
を
認

識
し
て
い
る
。

稲
作
農
家
の
生
産
意
欲
に
つ
な
が
る
支
援
と
は

種
子
購
入
代
金
の
３
分
の
１
相
当
額
を
支
援

コロナ感染に向け３度目の経済対策は

６月補正予算で計上予定

令和 3年度に実施したエール商品券

質
問

答
弁
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令
和
２
年
12
月
、

新
庁
舎
計
画
の
説
明
が
あ

り
、
令
和
３
年
３
月
ま
で

に
新
築
申
請
を
国
へ
す
れ

ば
、「
市
町
村
役
場
機
能

緊
急
保
全
事
業　

」
で

３
億
円
ほ
ど
の
財
政
支
援

が
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
改

修
工
事
で
考
え
て
い
た
が

条
件
が
よ
い
の
で
改
築
を

決
め
た
。

　

令
和
２
年
12
月
に
庁
舎

建
設
議
論
が
始
ま
り
、
令

和
３
年
３
月
、
国
へ
「
市

町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全

事
業
」
申
請
を
行
っ
た
と

い
う
経
過
で
あ
る
。
建
設

費
15
億
５
千
万
円
で
議
会

の
承
認
を
得
た
事
業
費

が
、
令
和
４
年
２
月
17
日

に
突
然
、
総
務
課
長
よ
り

28
億
円
の
予
算
説
明
が

あ
っ
た
。
町
長
は
承
知
し

て
い
る
か
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
拡
大

の
影
響
で
資
材
の
高
騰
が

あ
り
、
ま
た
、
世
界
情
勢

の
悪
化
で
物
価
上
昇
が
止

ま
ら
ず
、
資
材
需
要
に
供

給
体
制
が
対
応
し
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。
多
く
の

問
題
へ
の
対
策
で
考
え
る

と
、
予
算
増
が
考
え
ら
れ

る
が
、
当
初
の
計
画
予
算

案
を
厳
守
す
る
考
え
で
あ

る
。

　
　
　

庁
舎
建
設
費
15
億

５
千
万
円
は
、
多
く
の
町

民
が
承
知
し
て
い
る
金
額

で
あ
る
。
資
材
の
高
騰
は

去
年
に
は
わ
か
っ
て
い
た

し
、
総
務
課
長
の
答
弁
で

は
「
試
算
が
甘
か
っ
た
」

と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、

議
会
軽
視
で
あ
る
。
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

設
計
業
者
も
私

も
、
当
初
の
計
画
予
算
を

厳
守
し
て
進
め
る
。

　
　
　

１
年
前
、「
新
築

予
算
を
圧
縮
し
、
対
応
す

る
」
と
の
町
長
答
弁
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て

議
会
承
認
を
得
た
と
思

う
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の

拡
大
の
影
響
で
、
町
民
に

十
分
な
説
明
が
で
き
な

か
っ
た
と
思
う
。
町
民
に

ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の

か
伺
う
。

　
　
　

資
材
の
選
択
、
工

法
、
天
井
の
高
さ
な
ど
、

当
初
の
計
画
予
算
で
で
き

る
よ
う
設
計
業
者
と
検
討

し
実
行
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

新庁舎建設費の予算増額は
あるか
当初の計画をベースに進め
ていく

青
あおと

砥 與
ようぞう

藏議員

質
問

答
弁

「
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
」
費
用
は

町
の
所
有
物
財
政
の
許
す
範
囲
で

吉
よしだ

田 克
かつのり

則議員

「旧すみれ会館」町が取得した問題
景観そして安全確保の観点から

質
問

答
弁

質 問答 弁

慌てず 焦らず 諦めず
税金の使い道、疑問に思う。
役場新庁舎や廃墟施設取得等！！

　
　
　

「
湯
遊
ラ
ン
ド
は

な
わ
」
施
設
管
理
費
、
町

が
支
出
し
て
い
る
施
設
に

係
る
費
用
の
現
状
は
。

　
　
　

令
和
３
年
度
予
定

９
２
０
０
万
円
、
令
和
２

年
度
２
億
７
０
０
万
円
、

令
和
元
年
度
８
５
０
０
万

円
、
平
成
30
年
度
７
３
０

０
万
円
、
平
成
29
年
度
４

１
０
０
万
円
、
過
去
５
年

間
の
数
字
で
あ
る
。

　
　
　

費
用
の
掛
け
方
が

異
常
で
は
な
い
か
、
町
長

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

町
の
所
有
物
で
あ

る
。
町
が
責
任
を
持
っ
て

修
復
改
修
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
政

の
許
す
範
囲
で
行
っ
て
き

た
。

　
　
　

株
式
会
社
塙
町
振

興
公
社
へ
の
運
営
資
金
貸

付
の
経
緯
と
実
行
は
。

　
　
　

施
設
を
維
持
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

思
い
。
要
綱
を
定
め
町
で

妥
当
性
、
金
額
を
精
査
し

て
貸
付
を
行
っ
た
。

　
　
　

「
湯
遊
ラ
ン
ド
は

な
わ
」
施
設
指
定
管
理
し

て
い
る
団
体
の
適
格
性
は
。

　
　
　

経
費
の
節
減
を
成

し
遂
げ
、
結
束
し
た
働
き

の
中
で
評
価
し
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
適
格
と

判
断
し
た
。

　
　
　

「
湯
遊
ラ
ン
ド
は

な
わ
」
の
今
後
の
あ
る
べ

き
姿
を
ど
の
よ
う
に
描
い

て
い
く
の
か
。

　
　
　

で
き
る
こ
と
か
ら

し
っ
か
り
や
る
。
経
費
を

か
け
な
い
よ
う
に
み
ん
な

で
一
層
気
を
引
き
締
め
、

施
設
の
良
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
く
。

　
　
　

「
旧
す
み
れ
会
館
」

を
町
が
取
得
し
た
問
題
、
経

緯
は
。

　
　
　

競
売
を
実
施
し
た
が

申
込
者
が
い
な
か
っ
た
。
景

観
そ
し
て
安
全
確
保
の
観
点

か
ら
町
が
取
得
し
管
理
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

公
告
に
よ
る
随
意
契
約
で
町

が
取
得
し
た
。

　
　
　

今
後
の
利
用
は
。

　
　
　

解
体
す
る
計
画
、
そ

の
後
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

管
理
職
の
登
用
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

女
性
職
員
の
幹
部
登
用
積

極
的
に
進
め
て
い
る
。

　

全
職
員
と
面
談
を
し
た
。
人
事

は
長
の
権
限
で
決
め
て
い
る
。

　
　
　

町
長
は
新
庁
舎

建
設
を
計
画
し
て
い
る

が
ど
の
よ
う
な
町
づ
く

り
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

職
員
と
の
話
し

合
い
の
中
で
は
、
こ
れ

か
ら
は
行
政
そ
し
て
町

民
と
い
う
隔
た
り
の
中

で
の
町
づ
く
り
限
界
が

あ
る
だ
ろ
う
。「
株
式

会
社
塙
町
」
こ
の
考
え

を
も
っ
て
行
政
マ
ン
と

し
て
で
き
る
こ
と
、
町

民
と
し
て
果
た
せ
る
町

の
役
割
お
互
い
担
う
こ

と
で
町
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
、
そ
の
拠
点
と

な
る
施
設
で
あ
る
。
町

民
ホ
ー
ル
は
大
き
な
役

目
を
果
た
す
。

　
　
　

役
場
新
庁
舎
設

計
に
か
か
る
検
討
が
不

十
分
と
思
う
が
。

　
　
　

建
物
は
事
務
所

と
考
え
て
い
る
。
冬
暖

け
れ
ば
良
い
、
夏
涼
し

け
れ
ば
良
い
。
快
適
な

事
務
環
境
が
保
た
れ
る

場
で
良
い
。
何
を
検
討

す
る
の
か
考
え
て
し
ま

う
。

町
人
事
行
政
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
は

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

町有化した廃墟「旧すみれ会館」

「
株
式
会
社
塙
町
」
こ
の
考
え
を

新
庁
舎
建
設
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

塙町役場新庁舎外観イメージ

　

「
市
町
村
役
場
機
能
緊

急
保
全
事
業
」
と
は

〔
対
象
事
業
〕
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
建
築
確
認

を
受
け
て
建
設
さ
れ
、
耐

震
化
が
未
実
施
の
市
町
村

本
庁
舎
の
建
替
事
業
。
令

和
２
年
度
ま
で
に
実
施
設

計
し
た
事
業
が
対
象
。
起

債
充
当
率
は
90
％　

？

？

質
問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
で
公
表
し
て
い
る
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同
級
生
の
議
員
が
一
般
質

問
で
登
壇
す
る
こ
と
と
、
塙

町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
の
一

般
質
問
を
勉
強
す
る
た
め
傍

聴
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
、
そ
れ
に
伴

う
塙
工
業
高
校
問
題
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
、
子
宮
頸
が
ん
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
、
そ
し
て
、
特
に

役
場
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の

質
問
が
多
く
、
町
の
諸
問
題

と
多
額
の
費
用
が
か
か
る
事

業
に
対
し
、
議
会
も
執
行
部

も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
傍
聴
席
か

ら
だ
と
、
聞
き
取
り
に
く
い

執
行
部
の
答
弁
が
少
し
あ
り

ま
し
た
。

　

常
に
町
民
目
線
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
子
や
孫
に
誇
れ

る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
議

会
議
員
活
動
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
建
設
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
す
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

大
おおたけ

竹 盛
もりえい

栄さん（棚倉町）

―
傍
聴
し
た
き
っ
か
け
は

―
傍
聴
し
た
感
想
は

子や孫に誇れる町づくりを
目指した活動を！

　令和４年３月定例会の傍聴者へインタビューを実施

し、感想や意見をいただきました。

―
議
会
に
対
す
る
意
見
や
要
望

時 会 の
あ ら ま し
臨

１月

　令和４年１月１９日に

第１回臨時会（会期１日

間）が午前１０時より開

会。町長専決１件と議案

１件の審議を行い、全員

賛成により原案どおり承

認・可決となりました。

　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
定
額
給
付
金
事
業
で
、

追
加
給
付
を
実
施
す
る
た
め
の
も
の
。

５
７
０
０
万
円

※
先
行
給
付
分
と
併
せ
計
10
万
円
を
現
金
給
付
す
る
こ

　

と
と
な
っ
た
。

専
決
処
分

専
決
処
分

専
決
処
分

　
　

対
象
者
へ
の
案
内
・

　
　

手
続
き
は
。　

　
　

令
和
３
年
９
月
の
児

　
　

童
手
当
受
給
者
へ
通

知
し
、
給
付
を
拒
否
す
る

方
の
み
連
絡
い
た
だ
く
こ

と
と
し
た
。
高
校
生
等
に

つ
い
て
は
、
１
月
に
案
内

し
申
請
い
た
だ
い
て
か
ら

給
付
す
る
。
所
得
確
認
の

必
要
が
あ
る
た
め
。

　
　

実
際
に
給
付
す
る
人

　
　

数
は
。

　
　

12
月
28
日
現
在
で
、

　
　

４
４
０
世
帯
・
対
象

児
童
８
７
３
名
分
を
給

付
。

　
　

給
付
金
は
課
税
対
象

　
　

に
な
る
の
か
。

　
　

課
税
対
象
に
な
ら
な

　
　

い
。

　
　

所
得
制
限
を
設
け
る

　
　

・
設
け
な
い
の
考
え

方
は
。

　
　

国
の
指
針
に
基
づ
い

　
　

て
実
施
し
た
。

ＡＡ QQQQ

QQ

１
億
５
４
１
０
万
円
を
増
額
補
正
。

【
主
な
内
容
】

◆
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金　
　
　
　
　

１
億
４
０
０
０
万
円

　

国
の
経
済
対
策
と
し
て
、
非
課
税
世
帯
や

家
計
が
急
変
し
た
世
帯
へ
１
世
帯
当
た
り

10
万
円
を
給
付
。
な
お
、
繰
越
明
許
事
業　

と
な
る
。

◆
灯
油
購
入
費
等
助
成
金　
　

３
０
０
万
円

　

原
油
価
格
高
騰
へ
の
対
策
と
し
て
、
県
の

事
業
を
活
用
し
灯
油
購
入
費
等
の
助
成
を
行

う
。
非
課
税
世
帯
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢

世
帯
、重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
世
帯
、

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
世
帯
を
対
象
に

１
世
帯
当
た
り
５
０
０
０
円
を
支
給
す
る
。

◆
水
稲
生
産
意
欲
向
上
支
援
緊
急
対
策
補
助

金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
９
万
円

　

米
価
下
落
を
受
け
、
稲
作
農
家
の
生
産
意

欲
の
維
持
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
、
水
稲
種
子
等
の
購
入
代
金
の
補
助
を
行

う
。
10
㌃
当
た
り
５
２
５
円
。
来
年
度
へ
の
繰

越
明
許
事
業
と
な
る
。

◆
空
き
家
除
却
工
事　
　
　
　
　

７
０
万
円

　

桜
木
町
地
内
の
道
路
沿
い
空
き
家
除
去
の

た
め
の
補
正
増
。
今
ま
で
入
札
が
２
回
不
調

で
あ
り
、
設
計
内
容
を
見
直
し
必
要
な
額
を

補
正
す
る
も
の
。

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

　
　

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

は
、
な
ぜ
繰
越
明
許
事
業
と
な

る
の
か
。

　
　

非
課
税
世
帯
は
把
握
で
き

　
　

る
が
、
家
計
が
急
変
し
た

世
帯
も
対
象
に
な
る
。
そ
の
世

帯
の
申
請
期
限
が
令
和
４
年
９

月
末
で
あ
り
、
申
請
に
よ
り
内

容
を
審
査
す
る
た
め
。

　
　

水
稲
種
子
等
購
入
補
助
の

　
　

額
が
低
い
と
思
う
が
、
検

討
は
し
た
の
か
。

　
　

郡
内
で
情
報
共
有
等
を
行

　
　

っ
た
。
塙
町
・
棚
倉
町
は
、

県
の
事
業
に
合
わ
せ
た
単
価
と

し
た
。
米
の
作
付
け
の
た
め
の

水
稲
種
子
代
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
稲
作
農
家
の
生
産
意
欲
の

維
持
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を

防
ぐ
目
的
で
制
度
設
計
を
し
て

い
る
。
収
入
減
少
の
補ほ

て

ん填
は
、

保
険
等
で
の
対
応
な
ど
を
優
先

す
べ
き
で
あ
り
、
町
が
で
き
る

最
大
の
支
援
と
考
え
て
い
る
。

　
　

空
き
家
除
却
に
つ
い
て
、

　
　

今
回
の
増
額
で
落
札
に
な

る
の
か
。

　
　

当
初
２
５
０
万
円
で
見
込

　
　

ん
で
い
た
も
の
で
あ
る
。

最
低
額
で
あ
っ
た
入
札
業
者
と

協
議
し
設
計
内
容
を
見
直
し
た

の
で
、
落
札
見
込
み
で
あ
る
。

質　

疑

QQ

QQQQ

QQ

承認第 1号 専決処分（専決第 10 号）

承　
　
　

認

令和3年12月21日に一般会計補正予算を

専決処分したため、議会に報告し承認を

求めるもの。

子育て世帯への臨時特別定額給付金事業

の追加給付分。

議案第 1号
令和 3 年度塙町一般会計
補正予算（第 5号）

可　
　
　

決

歳入歳出それぞれ1億5410万円を追加し、

予算総額を歳入歳出それぞれ 72 億 3970

万円とする。

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給

付金事業など。

議案等の審議結果一覧表

ＡＡ ＡＡ ＡＡ

ＡＡＡＡ

ＡＡ

質　

疑

？

？

―
町
に
対
す
る
意
見
や
要
望
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あの質問はどうなったのか？
議員の一般質問の中からピックアップし、
その動き・現在の状況を調査します。

学校給食費の個人負担金は
平成 30年 9月定例会

今後の産業祭の方向性は
平成 30年 9月定例会

廃止が決定、開催内容を模索している
令和４年３月定例会

令和 2年 4月から〔全額無料〕

検討する時期に入った

行政の判断で、子育て負担軽減を目指す

答弁
答弁

その後

その後

伝統を守りながら改革を進め、新たな方

向性を打ち出すべきでは。

令和２年度・３年度は、コロナ禍のため中止。

令和３年１２月に産業祭廃止が決定。

令和４年度はコロナ感染予防を実施しな

がらの、イベント開催と認識している。

駅前通り・大字塙商店街を活用したイベ

ント等の開催を模索している。

平成２９年４月から【町が 3割負担】

令和２年４月から【全額無料】

小中学生・園児の７４７名が対象。

実行委員会の中で、若い方々の意見を取

り入れる方向で提案していく。

前向きに新たな方向性を検討する時期に

入ったと考えている。

収支のバランスを考えながら考慮してい

きたい。

・
調

査

日

令
和
４
年
２
月
１
日
（
火
）

・
場　
　

所　

委
員
会
室

・
出
席
委
員　

七
宮
広
樹
委
員
長

　
　
　
　
　
　

ほ
か
委
員
全
員

　
　
　
　
　
　

（
計
７
名
）

・
調
査
の
ま
と
め

（
１
）
役
場
庁
舎
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
現
状

と
今
後
の
計
画

　

現
行
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
専
用

４
系
統
17
シ
ス
テ
ム
（
一
部
閉
鎖
的

環
境
）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
用
で

あ
る
。
令
和
４
年
度
か
ら
Ｔ
Ｋ
Ｃ
が

開
発
予
定
し
て
い
る
基
準
シ
ス
テ
ム

の
移
行
を
検
討
し
準
備
を
進
め
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
ど
も
園
の
業
務
シ

ス
テ
ム
の
導
入
検
討
に
向
け
た
実
証

実
験
に
取
り
組
む
予
定
で
も
あ
る
。

直
近
の
課
税
ミ
ス
な
ど
も
あ
り
、
検

証
と
見
直
し
対
策
が
必
要
。
今
後
、

新
た
な
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
た
り
、

利
便
性
と
財
政
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
が

求
め
ら
れ
る
。

（
２
）
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
（
子

ど
も
食
堂
）
事
業

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
増
加
、
子
育
て

世
代
の
低
賃
金
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
収

入
不
安
定
、
円
安
に
よ
る
燃
料
や
食

料
品
の
値
上
が
り
な
ど
、
子
育
て
の

生
活
環
境
は
苦
境
に
迫
ら
れ
て
い

る
。
少
子
化
を
招
い
た
の
は
、
非
正

規
の
増
加
や
低
賃
金
に
起
因
し
て
い

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
す
る
べ
き

と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
多
く
の
自

治
体
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
た
は
運
営

組
織
に
助
成
を
し
て
お
り
、
少
な
い

子
ど
も
を
一
人
で
も
取
り
こ
ぼ
さ
な

い
こ
と
が
、
行
政
福
祉
の
在
り
方
で

あ
り
、
時
代
に
即
し
た
事
業
で
意
義

が
あ
る
。

・
調

査

日

令
和
４
年
２
月
４
日
（
金
）

・
場　
　

所

防
災
セ
ン
タ
ー
会
議
室

・
出
席
委
員　

下
重
義
人
委
員
長

　
　
　
　
　

ほ
か
委
員
全
員

　
　
　
　
　

（
計
６
名
）

・
調
査
の
ま
と
め

　

塙
町
交
通
網
形
成
計
画
の
趣
旨
、

目
的
お
よ
び
基
本
方
針
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。
特
に
塙
町
に
お
い
て

は
、
交
通
空
白
地
域
が
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
交
通
空
白
地
域
に
お
け
る

小
規
模
需
要
対
応
交
通
に
関
す
る
運

行
計
画
素
案
、
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
説
明
も
受
け
る
。

　

令
和
４
年
度
は
交
通
空
白
地
域
３

エ
リ
ア
の
な
か
で
、
自
由
経
路
ド
ア

ツ
ー
ド
ア
型
デ
マ
ン
ド
方
式
に
よ
る

実
証
運
行
を
行
う
予
定
。
運
行
エ
リ

ア
、
運
行
形
態
、
運
行
ダ
イ
ヤ
、
料

金
等
課
題
は
多
い
が
、
特
に
利
用
人

数
、
地
域
で
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い

て
、
十
分
な
検
証
、
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

　

現
在
、
町
で
実
施
し
て
い
る
高
齢

者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
助
成
金
の
空

白
地
域
へ
の
拡
充
も
含
め
、
町
財
政

へ
の
負
担
を
考
慮
し
な
が
ら
、
高
齢

化
率
が
上
昇
し
て
い
く
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
中
、
住
民
が
利
用
し
や
す
く

持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の
再
構

築
に
つ
い
て
今
後
、
さ
ら
な
る
検
討

が
望
ま
れ
る
。

総
務
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

役
場
庁
舎
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
・
子
ど
も

第
三
の
居
場
所
（
子
ど
も
食
堂
）
事
業

地
域
公
共
交
通

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
営
事
業

閉会中の所管事務調査レポート

学校給食費無料化の選挙公約を実行する

ために努力すべきではないか。少なくと

も来年度（平成３１年度）から、せめて

半額助成を実施すべきでは。
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１．表紙・裏表紙
・幼稚園と小学校の交流、とても良い取り組みだ
　と思う。
・ゴルフは、ルールやマナーがたくさんあるので、
　それを学べる場所があるのはいいと思う。
・議員さんたちの素顔のアップや議会の様子、活
　動中の普段見られない顔などを表紙に載せると
　面白いと思う。

２．２～３ページ（１２月定例会の内容） 
・旧すみれ会館の前を通るたび、老朽化が気にな
　っていた。町で解体工事をやれば、利用したい
　と考える人もでてくるのではないか。
・振興公社に関してもいろいろと考えるところも
　ありますが、運営をうまくしながら、なんとか
　湯遊ランドを盛り上げていけたらと思う。

３．４～１２ページ（一般質問）
・塙町で生活をしていても、このような問題や計
　画があることを知らずにいた。広報活動におけ
　る「はなわ議会だより」の重要性を改めて感じた。
・教育や子ども関連の質問も多く、子育て世代に
　は注目すべき内容だったと思います。

４．後半ページについて
・福島第一原発視察においては、それぞれの議員
　が現場を見て感じたことがたくさんあったこと
　と思う。これからの委員会活動を通して感じた
　ことや考えたことを、これからの塙町の進路を
　決めるための議論に生かしていただきたいと思
　う。
・この町を、議員さんたちにはいろいろな形で守
　ってほしいと思う。数字で捉える町の様子は、
　躍動的で刺激を受けたところが多々あった。問
　題を提起して取り組む、また議論する、そんな
　原点をこれからも守ってほしいと思う。

５．その他
・注釈の解説は、もっとくだけた言葉で伝わりや
　すくした方がよいのでは。専門用語が多すぎる。
・表紙の写真を町民の皆さんから募集してみるの
　はどうか。塙町の風景・四季・その他。
・議員一人一人の意見やコメント、親しみが持て
　るようなページがあってもいいのではないかと
　思った。

　

議
会
だ
よ
り
か
ら
町
議
会
の

一
般
質
問
を
見
て
み
ま
せ
ん

か
？　

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
が

あ
れ
ば
、
簡
単
に
見
れ
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
の

ペ
ー
ジ
は
、
質
問
議
員
本
人
に

よ
る
質
疑
内
容
の
抄
録
で
す
。

映
像
記
録
で
あ
る
議
会
中
継
を

見
れ
ば
、
質
問
の
全
容
詳
細
も

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

議
員
各
位
が
町
民
か
ら
意
見

を
拾
い
集
め
、
質
問
を
準
備
し

て
議
会
に
提
出
、
そ
れ
に
対
す

る
町
側
答
弁
の
丁
々
発
止
の
や

り
と
り
は
見
応
え
十
分
。
民
主

主
義
は
手
間
隙
か
か
る
の
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
エ
ッ
セ
ン

ス
た
る
議
会
だ
よ
り
。
町
民
が
町

政
に
興
味
を
持
つ
「
と
ば
口
」
と

し
て
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

議
場
で
の
や
り
と
り
は
見
応
え
十
分

議
場
で
の
や
り
と
り
は
見
応
え
十
分

　前回１月２１日発行の議会だより第１５７号

に対する議会だよりモニターの声を掲載し

ます。

　

モ
ニ
タ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
３
年
に
な
り
ま
し
た
。
３

年
間
議
会
だ
よ
り
を
熟
読
し
て

き
て
思
う
の
は
、
今
こ
の
町
に

必
要
な
の
は
、
若
い
世
代
の
定

住
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

私
に
は
28
歳
に
な
る
息
子
が

い
ま
す
が
、
彼
の
同
級
生
の
ほ

と
ん
ど
は
、
こ
の
町
に
住
ん
で

は
い
ま
せ
ん
。
塙
町
は
子
育
て

支
援
も
充
実
し
て
い
て
、
若
い

人
に
も
住
み
や
す
い
環
境
が

整
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
首

都
圏
に
進
学
し
て
も
塙
町
に
就

職
で
き
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
企

業
の
誘
致
を
心
か
ら
願
い
ま

す
。

大
おおとも

友 康
やすこ

子さん
（台宿）

若
い
世
代
の
定
住
が
必
要

若
い
世
代
の
定
住
が
必
要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和4年1月１日　～　3月31日

年月日 会　　 議 　　名　　 称

金
澤
太
郎

菊
地
哲
也

鈴
木
元
久

吉
村
守
広

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

割
貝
寿
一

4.1.7 広報常任委員会（議会だより編集） - ○ ○ ○ ○ - ○ ○ - - - - -

4.1.13 広報常任委員会（議会だより編集） - ○ ○ ○ 私用 - ○ ○ - - - - -

4.1.19 議会運営委員会（1月臨時会運営） - - - - ○ 傷病 - ○ ○ ○ - ○ ○

4.1.19 1 月臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ 傷病 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.1.19 全員協議会（役場庁舎建設基本設計概要について　ほか） ○ ○ ○ ○ ○ 傷病 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.1.27 全員協議会（風力発電事業に伴う町道拡幅工事について　ほか）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.1.27 一般質問に関する議員研修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.2.1 総務常任委員会（所管事務調査） ○ - ○ - ○ - ○ ○ - ○ - - ○

4.2.4 経済常任委員会（所管事務調査） - ○ - ○ - ○ - - ○ - ○ ○ -

4.2.17 全員協議会（役場庁舎建設について　ほか） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 忌引 ○ ○ ○ 私用
遅参 ○ ○

4.2.28 議会運営委員会（3月定例会運営） - - - - ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○

4.3.2 全員協議会（塙町第六次長期総合計画について　ほか） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.3.8 3 月定例会（1日目：議案説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.3.9 3 月定例会（2日目：議案説明、委員会付託） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.3.9 総務常任委員会（閉会中審査内容決定） ○ - ○ - ○ - ○ ○ - ○ - - ○

4.3.9 経済常任委員会（閉会中審査内容決定） - ○ - ○ - ○ - - ○ - ○ ○ -

4.3.9 広報常任委員会（閉会中審査内容決定） - ○ ○ ○ ○ - ○ ○ - - - - -

4.3.9 全員協議会（常任委員会等の正副委員長の互選について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.3.10 3 月定例会（3日目：一般質問 6名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.3.14 予算決算常任委員会（当初予算審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.3.15 予算決算常任委員会（当初予算審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.3.16 議会運営委員会（追加議案） - - - - ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○

4.3.16 全員協議会（追加議案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.3.16 3 月定例会（最終日：議案審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.3.16 議会運営委員会（3月定例会検証） - - - - ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○

○出席　－該当外
※令和 4年 2月 11 日に予定していました議会報告会・意見交換会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由と
して、配偶者・親族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、
忌引、傷病、事故、その他と表記し、それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。

議会活動出欠状況

議会のできごと

 ⼀般質問に関する議員研修会が令和４
年１⽉２７⽇（⽊）、防災センターで⾏わ
れ、全議員１３名が参加しました。福島
県町村議会議⻑会 専⾨員 吾妻邦博⽒を
講師に「⼀般質問のありかた」について
研修しました。
 質問と質疑の違い、質問の範囲など説
明があり、充実した内容となりました。

議会活性化・スキルアップを図る
一般質問に関する議員研修会を開催

若
い
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代
の
定
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が
必
要

議
場
で
の
や
り
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り
は
見
応
え
十
分

渡
わたなべ

邉 雅
まさお

男さん
（川上）
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次回の６月定例会は
６月９日（木）からの予定です。
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皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：塙町身体障がい者福祉会
会　　　長：生方　敏男
会　　　員：２８名

たくさんの出会い、笑顔、楽しい活動があります
　塙町身体障がい者福祉会は身体障害者手帳

をお持ちの方であれば、どなたでも入会可能

です。会員になることで、地域の障がい者の

皆さんとの交流を深めたり、当会および当会

加盟団体主催の福祉やスポーツ大会等の行

事、講習、研修会などに参加いただけます。

　ぜひ会員になって、みんなで交流できる機

会を増やしていきましょう！

　お気軽にお問い合わせください。

（事務局：塙町社会福祉協議会 TEL 43-2154）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
月
11

日
で
11
年
目
を
迎
え
、
い
ま
だ

復
興
は
道
半
ば
、
昨
年
２
月
の

地
震
、
今
年
３
月
16
日
の
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
４
震
度
６
強

の
激
し
い
揺
れ
、
三
度
も
体
験

し
今
後
ど
の
よ
う
に
立
て
直
し

た
ら
よ
い
か
と
い
う
報
道
を
耳

に
し
ま
し
た
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世
界
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア

軍
が
ウ
ク
ラ
イ
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に
軍
事
侵
攻

し
て
１
カ
月
が
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、
多
数
の

犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。
一
日

も
早
く
撤
退
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

　

町
で
は
１
月
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降
、
大
勢
の

人
が
コ
ロ
ナ
の
陽
性
反
応
が
出

て
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一
人
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し
、
３
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す
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私
た
ち
議
員
に
つ
い
て
は
２

年
が
過
ぎ
、
折
り
返
し
地
点
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
、
な
お
一

層
努
力
し
、「
は
な
わ
議
会
だ

よ
り
」
が
読
み
や
す
い
紙
面
を

作
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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会員が得する勉強会の開催スポーツを通して親睦交流




